
ペガちゃんプロ 10「集団宿泊活動に向けて」（事前出張指導） 【特別活動】 

ねらい 

本プログラムは集団宿泊活動における事前学習として，当所の出前講座用活動プログラムに

位置付けられており，小学校学習指導要領（平成 29 年３月改定）第２章特別活動の目標－第

４節学校行事－２学校行事の内容を－⑷遠足・集団宿泊的行事と関連付けたプログラムであ

る。 

自然の家の施設の利用の仕方や体験活動の意義を学ぶことで，校外における集団生活の在り

方，公衆道徳などについて理解し，児童生徒の集団宿泊活動への意欲を高めることをねらいと

している。  

概 要 
 当所職員が，学校に出向いて，ＴＴによる学習形態で行う。自然の家での生活や施設につい

て説明し，集団宿泊活動への意欲を高める。 

よ さ 

○ 職員と顔を合わせることで，施設や職員に親しみをもつことができる。 

○ 施設の使い方について事前に知ることで，見通しをもって，集団宿泊活動に臨むことがで

きる。 

○ 校    種 小学校・中学校・義務教育学校・特別支援学校等 

○ 教    科 特別活動 

○ 事前の準備 （自然の家）： パソコン（施設のスライド），プレゼン資料（テント） 

（学  校）： 長机，スクリーン，プロジェクター，延長ドラム 

                ※ ２０日前までに講師派遣申請書（２部）を提出する。 

○ 展    開（例）※ＰＴＡでの説明会に参加するという形でも可能。 

過程 主な学習活動 ※（ ）…指導者 時間 (分) 指導の手立て 
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終末 

１ 学校や学級（学年）のことを紹介

する。（児童生徒） 

２ 集団宿泊活動の目的や意義につ

いて確認する。（引率者） 

３ 本時の学習問題を確認する。 

（引率者） 

 

 

 

４ 自然の家についての話を聞き，

（自然の家職員）集団宿泊活動の目

標を立てる。（引率者） 

〈例１〉施設の様子についての話 

  →施設の使い方で気をつけるこ

とを考える。 

〈例２〉大事にしてほしい３つのキー

ワードの話 

  →集団宿泊活動における生活面

の目標を立てる。 

〈例３〉各係の役割についての話 

  →役割分担をし，自分の係につい

ての目標を立てる。 

〈例４〉テント設営についての説明 

  →テントを実際に立てる。 

５ 質疑応答をする。（自然の家職員） 

 

６ 集団宿泊学習当日までに，取り組ん

でおきたいことについて，目標を設定

する。（引率者） 
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○ 話の内容については，学校の要望に合

わせて決定する。 

○ 施設の様子についてスライドで見せる

ことで，その場所で留意すべきことに気

づけるようにする。 

○ 「元気なあいさつ」，「時間を守る」，

「心のリレー」について所員の話を聞

き，自己の成長について意欲を高めるこ

とができるようにする。 

○ 各係の役割を知ることで，集団のため

に貢献しようという態度を身に付けられ

るようにする。 

○ テント設営について知ることで，自分

のことは自分でしようとする態度を育む

ことができるようにする。 

○ 質問に答えることで，児童生徒が安心

して活動に臨めるようにする。 

○ 今日から取り組めることについて目標

を設定することで，集団宿泊学習に意欲

的に臨めるようにする。 

 

宿泊学習を進める上で，どんなこ

とを大切にすればよいだろう。 

目的や意義（例） 

・ 校外の豊かな自然や文化に触れる体

験を通して，学習の充実を図る。 

・ 教師と児童相互の人間関係を深め，

よりよい人間関係を築く。 

・ 基本的な生活習慣や公衆道徳の体験

を積むことで，集団生活の在り方につ

いて考え，実践する。 


